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1　 は じめに

　チ ベ ッ ト仏教の祖師た ちの 著作並び に関連文献 は、20世紀 に至 る まで様々 な形で 木版印

刷が試み られ、直接ある い は間接に今 日に伝えられ て い る 。 こ の ような木版 印刷が、祖師の

教えを後世 に伝え 、 チ ベ ッ トお よびその 近隣i諸 国に普及 させ る こ とを一
つ の 目的とし て い た

こ とは疑 問の 余地が ない
。 中で も、

い くつ か の初期の木版本は、後世 の チ ベ ッ ト人 たちに

よ っ て標準的なテ キス トとして参照 され て い た こ とが確認で き（1）
、 他の木版本もまた同様の

目的で 使用 されて い たこ とは想像 に難 くない 。 しか も、 木版本を利用す るこ と に よ り、筆写

に費や す膨大な労力を軽減 し、筆写に伴う誤記を防 ぐこ と もで きたこ とを考え合わせ る と、

木版印刷 され た テ キ ス トが後世に与 えた影響は多大 なもの で あ っ た と言えよ う。 また 、個々

の 木版印刷 プロ ジ ェ ク トに関する記述 は 、 後継者たちの 間で の 祖師の 著作の 需要 、 並 びに当

時の 政治的ある い は文化的背景を知る 上 で 、必要不可 欠の 資料で ある と考えられ る 。

　チ ベ ッ ト蔵外文献の 木版印刷に つ い て概観する こ とは 、もと よ り容易な こ とで はな い が 、

チ ベ ッ ト文化史に於け る木版印刷 の 重要性 に鑑 み、本研究で は 、 David　Jackson氏や van 　der

K呵 p 氏 な どの 先行研究を参照 しつ つ
、 筆者が Sa−skya 派研 究の

一
環 と して 収集 して きた資

料 を基に 、 極め て限 られた内容で は あるが一
つ の試み として、Sa−skya 派関連の い くつ か の

木版印刷 に つ い て考察 して い くこ とに したい
。 蔵外文献の 木版印刷は、Derge 版 「Sa−skya 派

全書亅の よ うに、チ ベ ッ ト大蔵経の 印刷 プ ロ ジ ェ ク トと密接な関係に ある場合が少な くな

い
。 しか しなが ら、蔵外文献の 木版印刷は、チ ベ ッ ト国内に於ける大蔵経の 印刷 よ りもは る

かに早い 時期 （ca ．15c．初）に ス タ
ー

トして い た こ と （2）、しか も、 チ ベ ッ ト大蔵経に つ い て は

Helmut 　Eimer 氏 を始 め とす る研 究者 に よ っ て 現在研究が 進行中で ある こ となどか ら（3）、本

研究で は チ ベ ッ ト大蔵経の 印刷 プ ロ ジ ェ ク トを考察の 対象 としては直接取 り上げなか っ た 。

2　チベ ッ トに於 け る初期の木版印刷

　チベ ッ トに於 い て、い つ 頃か ら木版印刷 が行われ て い たか に つ い て は必ず しも明 らか で は

ない が、現在 まで の とこ ろ 、 15 世紀の 初め 以降の こ とで はない か と考え られて い る
（4）

。 年

代が 記録され て い る初期の 木版本の 例 と し て は
、 チ ベ ッ ト撰述文献で は な い が 、 1419 年 の

Guhyasama −
1jatantraと PradiPoaklyetanaの 木版印刷が挙げられる  

。 また 、 チ ベ ッ ト撰述文

献の 木版印刷 として は
、 1426 年の Tsong 一  a−paの sNgag 　rim 　chen 　mo の木版印刷な どが 知ら
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れて い る （6）
。 近年の研 究に よれ ば 、 Bu −ston の r仏教史亅も 1468 年には木版印刷 されて い た

とされる
（7）

。

　
一

方 、 チベ ッ トで は 国内で の 木版印刷に先駆け、 hor　par　ma すな わちモ ン ゴ ル に於い て木

版印刷 された もの が 、一
つ の 標準的 なテ キ ス トと して 使わ れ て い た こ とが い くつ か の 文献

に よ っ て確かめ られ る 。 例 えば、Sa−skya 寺の 高官を務 め た Las−chen 　gZhon−nu −seng −ge （fl．

ca ．15c．）は、　 Sa−skya 　Papφta （1182− 1251）の sDom 　gsum 　rab 　dbyeの hor　par　ma を用 い て註

釈書を著 わした と伝 えられる （8）
。 また 、同 じく Sa−skya 　Pao4itaの Tshtzd　ma 　rigs　gterの hor

par　ma が 、　Sa−skya 派の 学匠 Go −rams −pa （1429− 1489）と Shakya−mchog −ldan（1428− 1507）に

よ っ て 、 それ ぞ れ の 註釈文献の 中で 参照 され て い た （9）
。 van 　der　Kuijp氏の 北京に 於ける調

査 結果 に よ れば 、 Tshad　ina 　rigs　gter自註 の 二 種類の hor　par　ma が 現存し 、 そ の 中の
一

つ

は 、 1284年に 印刷 された もの で ある と され る （10）
。 さらに 、 他の hor　par　ma の 例と して は 、

Guhyagarbhatantra を始め とする 28の Nying−ma 派テキス トが元朝の仁宗皇帝 （1285− 1320）

の支援を受けて木版印刷 されたこ とが報告されて い る（ll）
。

　 木版本が 使用され る以前の チベ ッ トで は、専 ら筆写 に よ っ て テ キス トが伝承 されて い た わ

けで、そ こで は 、筆写に伴う誤記がテ キス トを理解する上 で問題 とな る こ とも決して少な く

なか っ た で あろ う。 事実 、 Chag　Lo−tsa−ba　Chos一噌e−dpalは Sa−skya 　Pap典a に宛てた書簡の 中

で 、自分の 手に入れ た sDom 　gsum　rab 　dttyeの写本は誤記が多い の で、正 しい 写本を送 っ て欲

しい と依頼 して お り（12）
、 写本の誤記が当時の チベ ッ ト人たちに と っ て 、深刻 な問題 とな り

つ つ あっ たこ とが窺われ る
。

こ の よ うな事情 もまた 、 チ ベ ッ トに於ける木版本の 出版 を促す

要因 とな っ たの で は ない か と考え られ る。

3　祖 師の木 版印刷一 15 世紀 の Sa−skya 古版一

　祖師の著作を木版印刷する こ と は
、 祖師の教えを広め る とい う宗教的意義か ら様々 に 試み

られて きた と考え られるが 、 ここで は 、 Sa−skya 古版を中心 と して 、 初期の木版印刷 に つ い

て見て行 きたい
q3）

。
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図一1　 Thub　pa　
’i　dgongs　gsalの Sa−skya 古版 （fol．1　verso 　of 　NGMPP 　L60413＞

［木版印刷の 施主 の 名前が右端の 欄 に上から下 にパ クパ 文字で印刷 され て い る ：

（1行 目）kun　dga’　dbang　phyug　blo　gros（2行目）rgyal　mtshan 　dpal　bzang　po＿］
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　図一1 の サ ン プ ル は 、 15 世紀の 中ごろ、チ ベ ッ トの Sa−skya 近郊 Lhun−grub−dge・
’
phe1で 進

め られ た 木版印刷 プロ ジ ェ ク トで 印刷され た Sa−skya　Paoφtaの 71hub　pa　
’i　dgongs　gsatの

一
葉

であ り、 施主の 名前が パ クパ 文字で刻 まれて い る珍 しい 木版本で ある 。

　こ の プ ロ ジ ェ ク トで 印刷 された木版本の うち、現在まで の とこ ろ 、 Sa−skya 　Papφtaの 3

つ の 著作 の 木版本が存在する こ とが報告され て い る ：すなわち （1）Sa　skya　legs　bshadが

Patna に ・（2）sDom 　gsum　rab 　dbye　rbst　Pholeと Langtang に、そ して （3）T7iub　pa　
’i　dgongs　gsal

が Patnaと Phole に現存す る （14）
。 従来 、　Sa−skya 派研究に は 1730 年代 に 開版 された Derge

版 「Sa−skya 派全書亅が基 本資料 と して 使用 され て きた が 、
　Zhu −chen 　Tshul−klUims−rin−chen

（1700− 1774）監修に よる Derge 版は 、 必ず しも批判的に テキス トを校訂 した わけで は な く、

写本に ある誤記 をその まま採用 して い っ た疑い が ある 。 したが っ て 、厳密 な文献研 究に は 、

Derge版 以外 の資料 を も参照する必要が あ る （15）
。 中で も、Sa−skya 古版の 3Do 加 8∫跏 祕

dbyeと lh”b　pa　
’i　dgongs　gsalに は 、

一
葉の 欠落 もな く保存され て い た もの があ り、しか も、

それ らは現 存す る Sa−skya 　Papditaの テ キス トの 中で最 も古い 木版本 で あ るため、　 Sa−skya

P御φta の 文献学的研究には極め て 重要な資料 と考え られる 。

3，1　 Thub　pa
’
i　dgongs 　gsaiの木版印刷

　 T7iub　pa　
’i　dgongs　gsalの 木版印刷の 経緯に つ い て は、木版本の コ ロ フ ォ ン が次の よ うに記

述 して い る 。 Sa−skya 古版 Thub　pa　
’i　dgongs　gsalは 、

　Kun−dga’．dbang．phyug
（16） （1418＿1462）

が 若 くして 死 別 した父 Ta−dben　Gu−≦ri　gZhi−thog−pa　Blo−gres−rgyal−mtshan −dpal−bzang−po
（17）

（1366− 1420）の 追善供養の ため に自ら施主 （sbyin　bdag）とな っ て 、 1439 年 （don　grub）に 木

版印刷 された とい う
（18）

。 また 、 木版印刷 プロ ジ ェ ク トの他の メ ン バ ー
に つ い て は

、 Blo−gros−

mgon −poが 木版用の 原本 を用意 し （yi　ge
’i　zhabs 　tog）、dKon−mchog −dpal−bzang・Nam −’byung ・

Sangs−bzangの 三人が 刻字を担当し、 印刷用の 木材 （spar　shing）は
’
Phags−od に よっ て準備さ

れ 、 さ らに Rin−chen −mam −rgyal が校 閲 を担 当した （zhus　dag）と記録され て い る （19）
。 そ し

て 、こ の 木版印刷の施主 Kun −dga’−dbang−phyug の 名前が 、 図一1 に示 して おい た ように木版

本の 第
一

葉に パ クパ 文字 で 印刷 されて い る 。 こ の パ クパ 文字で印刷 された部分は 、 多 くの 木

版本 に於 い ては 、信仰の 対象 としての祖師の尊像な どが 刻まれる の が普通 で あ り  、い っ

た い 何故 、 施主の名前が この よ うな形 で残された の か と い うこ とが問題 となる 。 明確な理由

は不明で あるが 、 Kun −dga’−dbang−phyugが Sa−skya 派 の
’Khon 一

族の gZhi−tog　Bla−brang 出身

で、gDan−sa−pa を務めて い たこ とと何 らかの 関係が あるの か もしれ ない
。
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3，2　sDom 　gsum　rab　dbyeの木版 印刷
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　　 図一2　 sDem 　gsum　rab 　dbyeの Sa−skya 古版 （fo1．1　verso 　of 　NGMPP 　L604／1）

　　　　　　［Bottom　margin に刻字担当者
’Jang−pa　Nam −’byungの 名前が印刷 され て い る 。 ］

　sDom 　gsum　rab 　dbyeは 、木版本の コ ロ フ t ン に よれ ば（21）、　Blo−gro−rgyal−mtShan
（22）や

Nam ・mkha
’−bzang−po を始め とする今は亡 きラ マ た ちの意志 を全 うし （dgongs　rdzogs ）、　Kun −

dga’−dbang−phyug
（as）と gZhon−nu −rgyal −mchog な どの 長寿 を祈願する ため、木版印刷された と

ある 。 前述の よ うに、　Thubpa 　
’i　dgongs　gsalの木版印刷は、Sa−skya 近郊の Lhun−grub・dge−

’

phel

で 1439 年に完成 した と考えられるが、∫Do 配 85  励 4うyε もまた 同 じ場所で 同じ時期に木

版印刷 された の だ ろ うか 。 残念なが ら sDom 　gsum 　rab 　dbyeの コ ロ フ ォ ン には 、印刷年代 も印

刷場所 も明記 され て い な い が 、 sDom 　gsum 　rab 　dbyeの 木版印刷が Kun −dga’−dbang−phyug と

gZhon −nu −rgyal −mchog の 長寿祈願 を一
つ の 目的 として い たこ とか ら、 両者の 存命中に印刷が

完成 した もの と考え られる 。 木版本の コ ロ フ ォ ン に記 された gZhon−nu −rgya1 −mchog とい う人

物は 、Ngor寺の 第 2 世 Mus ・chen 　Soms −dpa’−chen −po　dKon−mchog −rgya1 −mtShan （1388− 1469）

と共に Blo　sbyong 　brgya　rtsa を作成 した Sems・dpa’−chen −po　gZhon −nu −rgyal −mchog の こ とで

あ っ た と思わ れる （24）
。 しか も、 Mus −sras −pa　rDo 吻e−rgyal ・mtshan （1424− 1498）カま

gZhon−nu −

rgyal−mchog か ら 1442 年 に具足戒 を受けた とい う記録 も残 され て い る ため（25）、　gZhon −nu −

rgyal −mchog は 1440 年代 まで存命で あ っ た もの と推定 される 。 したが っ て、　Sa−skya 古版の

sDom 　gsum　rab 　dbye も 77iub　pa
’i　dgongs　gsalとほ ぼ 同じ時期に （ca ．1440）、　 Sa−skya 近郊で

木版印刷 され た と考えるの が妥当で ある よ うに思わ れる 。

　また、コ ロ フ ォ ン には 、 Sa−skya 派の bSod −nams −rgyal −mtshan （os）が sDom 　gsum 　rab 　dbyeの

木版印刷 の 施主 とな り、 dPa1−1dan−bzang−po が木版 の 責任 者 （do　dam）な ど を務め た こ と

が記録 されて い る 。 さ らに 、 同 じ コ ロ フ ォ ン には 、 版木へ の刻字担当者 （spar　brkos）とし

て
’Jang−pa　Nam −mkha

’一’byung−gnasの 名前 も記録 されて い る 。 彼の 名前は 、 図一2 に示してお

い た よ うに 、 実は木版本の第
一
葉の bottom　margin に も刻まれて お り、この 人物が 7勉 b　p〆 ∫

dgon8s　gsalの コ ロ フ ォ ン に記録 された 三 人の 刻字担当者の
一

人 Nam −’bynug と同
一人物で

あ っ た可能性が極めて 高い
。

こ こ で 興味深い こ とは、彼 の 名前 に
’Jang−pa とい う称号が つ い

て い る こ とで ある 。 若 し、こ れが 「
’Jang地方 、 すなわち現在の 中国雲南省出身の 者、ある
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い はその 末裔」で あ る こ とを示 して い る の であれ ば、版木へ の 刻字担当者が雲南省付近か ら

木版技術 をもた ら した こ とを裏付 けるこ とになるが、現時点で は これ以上 の こ とは言 える状

況 にはない
（27）。

　 Eimer 氏 に よれ ば、刻字担当者の 名前が bottom　margin に刻まれ て い る の は 、 初期の 木版

本の 特色で あ る と い う
（28）

。 例えば
、 15 世紀の 木版本 と言わ れる Lam 　rim 解説書 sKyes 　bu

8sum　gyi　tam　rim　rgyas　pa　khrid　du　sbyar 　ba に は、ほぼ 10葉ご とに 「以上 は誰々が 彫 りま し

た」 とそ れ ぞ れ の刻字担当者の 名前が bottom　margin に刻まれ 、 さら に プ リン トコ ロ フ ォ ン

（par　byang）に も二 人の 刻字担当者の 名前が残 されて い る （29）
。

一
方、　Ehrhard氏 は、宋代の 中

国文献の木版印刷に関する先行研究を基に 、 版木に残され た刻字担当者の名前に関連 して、

1）職人た ちが地位な どを示す 自分た ちの 名前 を記録する こ とが許 されて い た こ と

2）版木へ 刻まれた名前 は、職人の 賃金計算の 基礎 として役立 っ た こ と

とい う可能性 を指摘 して い る （30）
。 中国の 木版技術が どの よ うに して チベ ッ トに伝 わ っ たか

に つ い て は、さ らに詳 しい 調査が必要であ るが、少な くとも Sa−skya 古版の sl）om 　gsum　rab

dbye は 、　bottom　margin に刻字担当者の 名前が刻まれ て い る とい う点で 、チ ベ ッ ト の 初期の

木版本の特色を持つ もの と見倣すこ とが で きるで あろ う。

3．3　全集の 第九巻 と しての 出版計画

　
一方、プ リ ン トコ ロ フ ォ ン 以外に、marginal 　notation の 中に も重要な記述が残されて い て 、

木版本研究上有益な情報を提供 して くれ る場合が少な くな い
。 そこ で 、以下 に は marginal

notation か ら解釈可 能な種々 の 情報 を まとめ て お くこ とに した い
。
　sDom 　gsum 　rab 　dbγe の

Sa−skya 古版の各葉の表の margin には 、 巻数を表わす文字 ta が記録 されて い て 、
こ の巻が全

体の 中の volume 　9 （ta）として計画 されて い た こ とを物語 っ て い る 。 しか し、こ の marginal

notation （ta）が示 すよ うに 、 実際に他の 巻が印刷 され たか ど うか につ い て は 、 現在 まで の とこ

ろ 明 らかで は ない 。 若 し、他の 巻 も印刷 されて い た とすれば、他の 巻 には い っ た い ど んな著

作が 含まれ て い たの だろ うか 。 そ れ に つ い て 、
コ ロ フ ォ ン には、施主 bSod−nams −rgya 且一mIshan

は 「Sa−skya 派全書」の 木版本 を
一

つ
一

つ 完成す るため に、まず最初 に、　sDom 　gsum 　rab 　dbye

の木版 を支援 した と記録 されて い るの で、こ の木版印刷 プロ ジ ェ ク トは 、 最終的に 「Sa−skya

派全書亅の 出版を意図 して い たのか もしれ ない
（31）

。 他の Sa−skya 派の祖師た ちの Sa−skya 古

版が 見つ か れ ば、Sa−skya 古版はチ ベ ッ トに於け る 「Sa−skya 派全書］の 最初の 木版 印刷 で

あ っ たと い うこ とになるで あろ う（32）
。

　さ らに 、 sDom 　gsum　rab 　dbyeの Sa−skya 古版の margin に は 、 巻数を表わす文字 ta 以外に

二 つ の foHo 番号、す なわ ち、チ ベ ッ ト数字で 表わ された vo1 ．　ta全体の 通算 folio番号 （nos ．

21−62）とチ ベ ッ ト文字で 表わ され た sl）o毋 g刪 卿 励 あ yε の folio番号 （nos ．1−42） とが 刻

まれて い る。 前述の よ うに、Sa−skya 古版に は Sa　skya 　legs　bshad・sDom 　gsum 　rab 　dbye・lhub

pa
’i　dgongs　gsalの三 つ の 木版本の存在が 報告され て い て 、 しか も Sa　skya 　legs　bshad　・Thub
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pa　
’
i　dgon8s　gsalは共 に sDom 　gsum 　rab 　dbye同様 、　margin に 巻数 を表わす文字 ta が記録 され

て い る （33）
。 したが っ て、こ れ ら三つ の 著作 は 、同一ボ リ ュ

ーム （vol ．　ta）に収め られ る べ

きもの と して 、木版印刷計画が進め られて い た こ とが わか る 。 Sa　skya 　legs　bshadの margin

に は、数字 と文字で 19 まで の foho番号が付 されて い る の で 、　 voL 　ta の 最初 の もの は Sa

skya 　legs　bshad で あ っ た と考え られ る（34）
。 そ して、εDo 溺 85翩 励 4勿θ の vol ．　ta全体 の 通

SC　folio番号 （nos ．21−62）か ら判断 して 、
　sDom 　gsum 　rab 　dbyeが vol ．　ta の二番 目に配置され

る べ く印刷 され た と考えて 問題ない で あろ う。

一
方、Thub　pa

’i　dgongs　gsalの margin に は、

文字で書かれた folio番号 （nos ，1−83）のみが記され て い て 、
　vol ．　ta全体の 通SC　folio番号の

欄は空白の ままに な っ て い るの で
（35）、Thttb　pa　

’i　d80ngs　gsalの vol ．　ta に 於ける配列が 明 らか

で は ない 。 こ の 空欄は、T7iub　pa　
’i　dgongs　gsalの版木を作成する段階で は 、 何 らかの事情で

vol ．　ta全体の通算 fblio番号が刻字担当者 に知 らされて い なか っ た ため 、 後で通算 嫗oho 番号

を刻 むこ とがで きる ように 、 空白の ままに してお い たので はない か と解釈するこ と も可能か

も しれ ない
。

3．4Gong −dkar−ba版

　Sa−skya 古版以外 の Sa−skya 派関連の 初期の 木版本 として は 、　Sa−skya 派の 祖師の 著作集

か らなる Gong−dkar−ba版 の存在が報告 されて い る 。 こ の Gong−dkar−ba版は 、　Gong−dkar。rdo −

rje−gdan−pa　Kun−dga
’−mam −rgyal（1432−1496）が 施主 とな り、 1450年代に印刷 された もの で

ある と考え られて い る 。 木版印刷 プロ ジ ェ ク トの メ ン バ ーとして は 、 校閲責任者 dPal−’dzin−

bzang、刻字担当者 mGon −po−dpal
・bZod−pa−

’

phel・Nam ・mkha
’−chos −kyi−dbyingsなど の 名前が

個 々 の プリ ン トコ ロ フ ォ ン に刻 まれて い る 。 現在まで の ところ 16 の著作bSod−nams −rtse−mo

（6）， Grags−pa−rgyal・mtshan （2），
Sa−skya 　Papφta （6），

’Phags−pa （2）が木版印刷 された こ とが

確認 され 、 特 に 、 Sa−skya 　Papdjtaの 主要著作の うち mKhas 伽 8 と sDom 　gsum 　rab 　dbyeが こ

の プロ ジ ェ ク トで印刷 され て い る点は 注目すべ きで あろ う
（36）

。

　こ の Gong−dkar−ba版の 重要性 は 、 初期の 木版本で ある とい う事実だ けで は な く、 18 世紀の

Derge 版 rSa−skya 派全書亅の編集者たちが、い くつ かの Gong−dkar−ba版 を校合の 資料 と し

て 参照 して い たこ とか らも理解され る（37＞
。 こ の こ とは 、 初期の 木版本が標準的なテ キス ト

の
一

つ として後世の木版印刷で参照 されたこ とを示す極め て重要 な例で ある と考えられ る 。

　他に、Shakya−mchog −1dan （1428−1507）自らプ リ ン トコ ロ フ ォ ン を執筆 した Sa−skya　Pa  ita

の Tsh‘ui 〃ra　rigs 　gterと sDom 　gsum 　rab 　dbyeが、　Abhisamayalapm
“
ra や P 毋 〃地 即 vδ航

’
kOな ど

の テ キ ス トと共 に彼の ム ス タ ン 滞在中の 1474年に木版印刷 されたと考えられる（38）
。 事実、

それ らの 木版 本の プ リン トコ ロ フ ォ ン が 「Shakya−mchog −ldan全集亅（Thimphu ，24　vols ．）の

中に 収め られ て お り（39）
、 実際に木版印刷 されたと見倣す こ とがで きる が、現在まで の とこ

ろ、それ ら の 木版本 の 発見は報告 され て い な い （40）
。
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4 他 の Sa−skya 派関連の 木版本

　Sa−skya 派の 祖師 たちの 著作は 、 筆写に よる伝承 に加 え、　Sa−skya 古版 ・Gong −dkar−ba 版な

どの初期の木版印刷本を通 じて後世 に伝え られ、18 世紀の Derge 版 「Sa−skya 派全書」の 出現

に よ っ て集大成され た もの と考え られる 。

一
方、 Sa−skya 派の 註釈家 た ちの 著作 もまた 、 様 々

な経緯で木版印刷 されて今 日に伝えられて い る 。 以下 で は 、 蔵外文献の 木版印刷 史を考え る

上 で 重要 と思わ れ る もの の 中か ら 、 Sh巨kya−mchog −ldan （1428− 1507） と Glo−bo　mKhan −chen

（1456− 1532）の 著作の 木版印刷 と Derge 版 「Sa。skya 派全書」に つ い て 触れ て お きたい 。

4．1Shakya −mchog −ldan（1428− 1507）の著作の木版印刷

　ここ で は、実際の 木版本 としてで は ない が 、 現在 に伝わ る 複製本の コ ロ フ ォ ン か ら木版本

の 存在が確かめ られる例を見て お きた い
。 15 世紀の Sa−skya 派の 註釈家 Shalrya−mchog −ldan

の 主要著作の い くつ かは様々 な機会に木版印刷され 、 木版本その もの 、あ る い はその 写本が

Thimphu か ら複製本 と して 出版 された 「Shal［ya−mchog −ldan全集」所収の テ キ ス トの 原本 と

して 採用 されて い るこ とが 、 個々 の テ キ ス トの プリ ン ト コ ロ フ ォ ン か ら確かめ られ る 。 例

えば 、

1）dBu　ma 　mam 　p… 8・卿
’i・加 呶 わ砌 9 厩 ・4 伽 9 伽 9・rig・μ

’

噸 ・ 塀 伽
（41｝

2）Tshad 　ma 　rigs 　p〆 ’8’ε厂 8yごrnam 　par　bshadpa　sde 　bd醐 ngag 　gi　rol　n砿誼 o （42）

3）sDo 〃ψ α 8踟 n 　gyi　ra わ魏 4わツ召 わ〆 i　bstan　bcos’わel　gta〃t　rnam 　par　nges 　pa　legs　bshad　gser　gyi

　 ，加 r 配 α
（43＞

な どの 主要著作 は、木版印刷 時の コ ロ フ ォ ン を含ん で お り、木版本 と し て 流布 して い た こ

とが わか る 。 1）と 2）は 、中観お よび論理学に対する Shakya−mchog −ldanの 見解 を知 るた

め に必要不可 欠な著作 と考え られ て い る もの で 、 両者 の 影響 は単に Sa−skya 派内に留 まら

ず 、 広 くチ ベ ッ ト仏教全体に及 ん で い る と言 っ て も過言で は ない （砌
。 3）の 856r8ア’伽 r  

は、sDom 　gsum 　rab 　dbyeの難処 に関する Shakya−mchog −ldanの 108 の 質問状に対す る彼自身

の 解答で あり、 後世の チ ベ ッ トに多くの 論 争 を巻 き起 こ した論書 として 知られ て い る （45）
。

特に 、 こ の gSer　gyi　thur 　ma は 、ム ス タ ン 王 bKra−shis −mgQn （r．　ca ．1460−1489）とその 子

brfan−pa
’i−rgya −mtsho が施主 とな っ て 、 1483 年ム ス タ ン で 木版印刷 されたこ とが 、

コ ロ フ ォ

ン と Shakya−mchog −ldanの伝記か ら確かめ られ、ム ス タ ン で の 木版印刷を知る上 で 貴重な資

料の
一

つ と考え られる（46）
。 上述の よ うに 、 これ ら三 つ の 文献はチベ ッ トに於 い て重視され

た文献で あ っ たこ とか ら、 著作の 重要性並 び に著作に対する需要とい っ た事情を反映 して木

版印刷 され た例 と言 えよう 。 また 、
こ れ らの 木版本その もの 、 ある い はそれに基づ く写本が

「Shakya−mchog −ldan全集亅所収の テ キ ス トの 原本 と して採用 されて い たこ とか らも、 木版本

が
一

つ の 標準 的なテ キス トとして使用 されて い た こ とが わか るで あろ う。
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　 「Sh狄 ya−mchog −ldan全集」の 原本が どの よ うに編纂され て 、 どの よ うに伝え られて きた

か に つ い て は 、 必ずしも明らかで は ない 。 「全集亅の dkar　chag に は、30 人の 学匠が 参画 して

五 ヶ 月半をか けて Shakya−mchog −ldanの 著作集が写本の 形で編纂された とある（47＞
。 その 同

じdkar　chag には 、
　Taranatha （1575− 1635）の 長寿祈願が

一
つ の 目的であっ た こ とを示唆す る

記述 も見られ るが 、 詳細 に つ い て は更なる検討が必要で ある （48）
。

　また 、 Sa−skya 派の歴史家 Dhongthog　RinpOche（1933−）の rShakya−mchog −ldan全集の 歴

史亅に よれ ば、チベ ッ トで は dGe −lugs派の弾圧 を受けて Shakya−mchog −ldanの 著作 を入手す

る こ とが で きな くなっ て い たが、ブータ ン の Shakya−rin−chen （1710−1759）は gSer−mdog −can

に於い て 自ら願 い 出て 、 Shakya−mchog −ldm の 完全 な著作集の 写本 1 セ ッ トを持 ち帰 っ た と

され る 。 そ の著作集が、今 日に至 る まで ブ
ー

タ ン の Thub−bstan　Bya−rgod −phung−po に 保管さ

れ、Thimphu か ら出版された 「Shakya−mchog −ldan全集亅の原本に なっ た とい う
（49）

。 以上の

』

記述 に つ い て Dhongthog　Rinpoche の 用い た資料は 明らかで はない が、確か に Shakya−rin−chen

の 著わ した 「ShalCya−mchog −ldan伝亅の 末尾には 、100を超える詳細 な Shakya−mchog −ldanの

著作 リ ス トが付 け加 えられ て い る の で 、 Shakya・血 一chen が複製 された 「Shakya−mchog −ldan

全集」に近 い 著作集を参照で きる状態に あ っ た こ とは事実の よ うで ある
（SO）

。

　一
方、Glo−bo　mKhan −chen （1456− 1532）の 弟子 Kun −dga’−grol−mchog （1507− 1566）もまた、

「自伝亅の 中で Shakya−mchog −ldanの 著作 リス トを記録 して い る （51｝
。 しか しなが ら 、

こ の リ

ス トは Shakya−rin−chen の もの とは異 な っ た配列で 、 40 数個の 著作を載せ て い るに過ぎない 。

さ らに 、Sa−skya 派 の Khenpo 　Appey が
’Jam−dbyangs　mKhyen −brtse’i−dbang−po （1820− 1892）

の 綿密 な文献調査記録な どに基づ い て 編纂 した 「Sa−skya 派文献ビ ブリ オグラ フ ィ 」に も、

Shakya−mchog −1danの 著作 リス トが 掲載 され て い るが 、そ の 配列 ・収録 数共 に Kun −dga’−

grol−mcheg の リス トに極め て類似 して い る（52）
。　Kun −dga’−grol・mchog に よ っ て 記録 された

Shakya−mchog −1danの 著作 リス トが 、 当時実在 した著作集 に基づ い た もの で あ っ た とすれ

ば、ブータン に伝わ っ た セ ッ トとは別の Shakya−mchog −ldanの 著作集が存在 した可能性があ

る （53）
。 若 し 、 それ らが存在 した とすれ ば 、 Kun −dga’・grol−mchog の 年代か ら考えて 、 ブ

ー
タ

ン に伝わ っ た もの よ り古 い 時代に編纂 された著作集で あ っ たか もしれ ない
。

4．2　Glo・bo　mKhan −chen （1456− 1532）の 著作の木版印刷

　次に、版木 の 所在が確認 され る例として 、 Glo−bo　mKhan −chen の 著作の 木版印刷 を見てお

きた い 。 ム ス タ ン 王家出身の 学僧 Glo−bo・mKhan −chen は、　Go −fams −pa
・Shakya−mchog −1dan

と並 び 、 Sa−skya 派仏教 の 隆盛に 多大な貢献をした こ とが知 られ、　Sa−skya　Papqita以 降の Sa−

skya 派の 教学 を語 る上 で最 も重要な人物の 一人 として 数え られ る 。 顕密双方 に及ぶ Glo−bo

mKhan −chen の 著作 は大小合わせ て 三 百を超え（54）
、 特に Sa・skya 　Papqitaの sDom 　gsum　rab

dbye・　Tshad　ma 　rigs　gter・　Thub　pa　
’i　dgongs　gsal

・
mKhan 知8 などの 主要著作に対する註釈文

献 は Sa・skya 派研究に必要不可欠の資料と考えられて い る 。

　 Glo−bo　mKhan −chen の 著作集は 、 ネパ ー
ル の Gelumg写本 と東洋文庫所蔵 写本の 二種の
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存在が知 られ て い る 。

一
方、Glo−bo　mKhan −chen の 著作の 幾 つ か は

、 1940 年代に Derge で

木版印刷 され 今 日に伝 え られる 。 他に 、 近年 Nepal−Gerrrian　Manuscript　Preservation　Project

（NGMPP ）に よっ て 撮影 され た 二 つ の sDom 　gsum 　rab 　dbye註の 木版本が存在する。

1）sKa 〃 dan　snying 　gi　mun 　se’疏α の αη8 π 護o 加

　［＝ sKal 　ldon　snying 　gi　mun 　sel］．6f・1・．　NGMPP 　Reel・・．　L167／3，　M 鉦 gi・ i・ ・ect ・・8・ ，

2）sDom 　pa　gsum　gyi　rab ’u　dbye　b〆 i　dkaわ〆 ’81毋 5   μ r
’

勿84 ρα 竃励 〃霊o 尹ηα1ガ 孟加 8

　 ［＝ Zhib　mo 　，砌 ’ガ 伽 8］．99　fol＆ NGMPP 　Reel　no ．　L16712．　Margin　in　recto ：肋 α．

この 二 つ の 木版本は、その形状か ら同
一

の木版印刷 プ ロ ジ ェ ク トに よる もの と思われ 、しか

も、両者の marginal 　notation ：　kha と ga か ら、こ れ ら二 つ は同
一

の 「全集」の 中の 第二 ・第三

の作品 と して 木版 印刷計画が進め られて い た こ とが わか る 。 木版印刷 の 時 と場所に つ い て 、

コ ロ フ ォ ン の記述 か らは 明らか で は ない が、チ ベ ッ ト各地の木版印刷施設 に 残る版 木を調

査 した記録で あ る Three　Karchacks に よれば、二 つ の 木版本の 葉数 と marginal 　notation に 完

全 に
一

致す る版木が Ngor 寺の ブ リ ン トハ ウ ス （par　khang）に存在 した こ とが記録 されて い

る （s5）
。

一
方 、　Kaj1−thog　Si−tu　Chos −kyi−rgya −mtsho （1880− 1925）は 、 中央チ ベ ッ ト巡礼の折 、

1919 年に Ngor寺を訪れ 、 当時の 様子 を r巡礼記」に記 して い る。 彼の 「巡礼記」に は、残念

なが ら Glo −bo　mKhan −chen の 著作の 版木に つ い て の記録は見 当た らない が（56）、　 NGMPP に

よ っ て撮影された二 つ の木版本は 、 Ngor 寺で印刷 された可能性が極め て高い もの と考え ら

れ る。

　Glo−bo　mKhan −chen は Sa−skya 　Papqitaの sDom 　gsum 　rab 　dbyeに対 して 、少な くとも 6 つ

の 註釈文献を著わ した と考え られ る 。 その うち、sKal 　tdUn　snying 　gi　mun 　sel は、彼の 他の 註

釈書
’Khntl　spong 　d80ngs　rgyan と極めて類似の 形式を取っ た もの で 、　sDom 　gsum 　rab 　dbyeに

関する Shakya−mchog −ldanの 108 の 質問に よ っ て 引 き起 こ された論争の 妥当性を論 じる こ と

を目的とした もの と考えられ る （57｝
。

　
一
方、Z励 〃 毋   配 ”加 8 は 、

　Shakya−mchog −ldanの 見解を検討する箇所 もあるが 、 全体と

して 5Do 配 8∫配〃3 祕 あ y8に於ける難処 の 解説 を最終 目的 とした もの で 、　sKal 　ltlan　snying 　gi

mun 　sel とは異 な っ た視点か ら著作され て い る こ とが わか る 。 Zhib　mo 　rnam 　
’

tha8 の 中で は、

gzhan　stong と rang 　stong を始め とす る多 くの テ
ー

マ が論 じられ て お り、Sa−skya 派の 後継者た

ちの 間で は、sl）om 　gsum 　rab 　dbyeに対する Glo−bo　mKhan −chen の代表的な註釈文献の
一

つ と

して位置付けられ て い た と考えられる （58）
。 特に、Sa−skya 派の註釈家 Ngag −dbang −chos −grags

（1572− 1641）が 、S圃 kya−mchog −ldanの 空性理解 に つ い て は Glo−bo　mKhan −chen の Zhib　mo

mam 　
’

thag を参照すべ きで ある と指摘 して い る点は、こ の註釈書の
一

つ の 特徴を物語 っ て い

る もの と言え よ う（59）
。
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4．3Derge 版 『Sa・skya 派全書』（1730年代）

　Sa−skya 派の 五 祖師 （sa　skya 　gong　ma 　lnga）すなわち Kun −dga’−snying −po　
’
　bSOd −nams ．rtse−

mo ・Grags−pa−rgyal −mtshan 　
・
　Sa−skya 　P叩φta・’Phags−paの 著作集か ら成 る Derge 版 「Sa・skya

派全書」は、Derge王 bsTan−pa−tshe−dn が施主となっ て 、　Zhu。chen 　Tshul−khrims−rin−chen を始

め とする編纂者たちに よ っ て 1730年代に木版印刷 された もの で あ っ た 。 前述の よ うに 、 厳

密な文献研究 の ために は、Derge版 「Sa−skya 派全書亅所収の テキス トに も訂正すべ き箇所が

少な くない が 、 チ ベ ッ トに於ける Derge版の 権威 は 、 長 い 間 、　Sa−skya 派の 標準テ キス トと

して使 わ れ て きた こ とか らも理解される 。

　実際の 編纂作業に つ い て は 、Zhu −chen 　Tshul−khrims−rin −chen の 「自伝」お よび Derge版

「Sa−skya 派全書」の dkar　chag か ら知 るこ とがで き、その 規模 と技術 力は、以前の 木版本を

はるかに超える もの で あ っ た 。 Derge 版 「Sa−skya 派全書」に つ い て、蔵外文献の 木版印刷史

を考える上 で 特筆すべ きこ とは、

1）木版本の 原本作成の ため八 種の 「著作集 （写本）」を参照 して い る こ と（OO｝
。

2）他 に、Gong−dkar−ba 版の木版本を参照 して い る こ と （61）
。

3）Ngor 寺第 4 世 Kun−dga’−dbang−phyug （1424−・1478）が Khams 地方か ら取 り寄せ た稀覯

　本 （Sa−skya 　Papqitaの モ ン ゴ ル へ の 随行者　Bi−ji　Rin−chen −gragsに よ る三 つ の 問答の記

　 録）を収録 して い る こ と （62）
。

4）綴 り字の統
一
化が試み られて い るこ と（63｝

。

などの 組織的な編纂作業が挙げ られるで あろ う。

5　稀観本 の 木版印刷

　今日に至 る まで チ ベ ッ トで は、数多くの チ ベ ッ ト人 に よ っ て、哲学書 ・歴史書を始め とす

る種々 の 著作が 著わ され て きた 。 中で も 11〜14世紀の 仏教文献は、後世 の チ ベ ッ ト仏教 に

多大な影響を与えた こ とが知 られ て い る （64）
。 しか しなが ら 、 それ らの文献の 中に は時が経

つ に つ れ て 、 そ の 経緯は定かではな い が、後世の チベ ッ ト人た ちが直接披見する こ との で き

な くなっ て しま っ た著作 も現われ た 。 例 えば、Sa−skya 　Papqitaは主要著作の 中で仏教の 学説

分類の詳細に つ い て は、彼 自身の Grub 　mtha 　
’
　mam 　

’
byedを参照すべ きこ とを繰 り返 し述べ

て い るが （65）
、 Sa−skya 　Pap4itaの （｝ntb 　mtha 　

’

は彼の 没後早い 時期に失わ れて しまっ た もの と

考え られ 、 彼の学説分類に つ い ての 詳細 は不明の まま今 日に至 っ て い る （66）
。 事実 、 Glo−bO

mKhan −chen は Tshad　ma 　rigs 　gterの 註釈の 中で 、　Sa−skya 　Papditaの Grub　mtha
’

は彼の 時代

に は既に失われ て使用 で きる状態 には なか っ たこと を記述 して い る  
。

　一
方、チ ベ ッ トで は 、 後世の チ ペ ッ ト人たちが実際に稀覯本探索 を行 っ た こ とも伝えら

れ （69）、さらに 19〜20世紀 には、当時披見する こ とが 困難にな りつ つ あ っ た稀覯本の 木版印

刷が試み られて い る 。 そ こ で 、最後 に、後世の 木版印刷の
一
例 として稀覯本の木版印刷 を取

一60一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

一 蔵外文献木版印刷 に つ い ての
一

考察一一

り上げ、Ris　med 運動の
一
環 として の 木版印刷 と dGe−lugs派僧 を中心 と したプ m ジ ェ ク トに

つ い て 見て お くこ と に したい
。

5．1　 Ris　med 運動 との関 わり

　 Ris　med 運 動の
一

環 として 、　Derge あ る い はその 近郊 で 8D α〃∬ π8α8 破 04 や Rin　chen

gter　mdzod を始め とする多くの 木版印刷 が行われ た こ とが 知られ て い る 。　Blo−gter−dbang−po

（1847−1914）に よる
’Jam−dbyangs　mKhyen −bltse’i−dbang−po（1820−1892）の 「伝記」に は 、

’Jam −

dbyangs　mKhyen −brtse’i−dbang−po を中心 とした稀覯本の 木版印刷プ ロ ジェ ク トが記述 され て

い る（69）
。 それに よれば 、

こ の プn ジ ェ ク トで は、次の よ うな 12〜15世紀の重要な著作が木

版印刷 されて い た こ とがわか る。

● rMa −bya （ca ．12c．）の 「中論註亅

●
’U −yug−pa （ca ．12c厂 13c．）の 『痔 伽 4  順 πガ初 註亅

． mChims
’Jam．pa

’i．dbyangs （ca ．13c．）の 「倶 舎論大註亅

． Red −mda ’−ba （1349− 1412）の r入 中論註亅

● Rong・ston （1367− 1449）の 「現観荘厳論註亅 と r宝性論註」

しか しなが ら、個々 の テ キス トの コ ロ フ ォ ン には 、 実際
’J  一dbyangs　mKhyen −brtse’i−dbang・

μ） で はな く他 の メ ン バ ー
が 木版印刷 の 担当者 と して記録 され てお り、

こ れ らの 木版 印刷

は、
’Jam −dbyangs　mKhyen −brtse’i−dbang−po の 立案に よる もの で あ っ た と言 うの が正 しい の か

もしれ ない
。 特に 、 こ の 印刷 プ ロ ジ ェ ク トで は、12〜15世紀の 重要な著作が 木版印刷 され て

い たこ とか ら、Ris　med 運動の 目指 して い た一
つ の 方向性が理解される 。

5．2　dGe −lugs派僧 を中心 と したプロ ジ ェ ク トー 版木校正の 痕跡一

　次に 、 20世紀に於ける dGe −lugs派僧を中心 とした プ ロ ジ ェ ク トの 中か ら 、 rNgog 　Blo−ldan−

shes −rab （1059− 1109）の 「宝性論註」の 木版印刷の 場合を見て お きた い
。
　Jackson氏の 研究に

よれば、こ の木版本は 1916 年か ら 1918年に か けて 、Klu−
’bum 　dGe−bshes　Shes−rab −rgya −mtsho

（1884− 1968）を校 閲担 当者と し て 作成 された もの で ある とされ るが（70）
、 今 回、こ の 木版本

を取 り上 げた の は 、 rNgog の 「宝性論 註」の 木版本 が、チ ベ ッ トの木版印刷 プロ ジ ェ ク トに

於い て 、 どの よ うに版木 の 校正作業が行われ て い たか を理解す るため の 好材料 を提供 して い

ると考え られ るか らで あ っ た 。

　図一3 の テ キ ス トは 、 Dwags −po　Rin−po−che の プライ ベ ー
トコ レク シ ョ ン所収の 木版本 を複

製 し Dharamsara か ら出版 されたもの で あ り、 手書きに よ る多 くの 訂正 箇所 が含 まれて い る。

こ の 出版本の原本は 、 実は 、 校正前の 版木か ら印刷 されたテ キス トに 、 校閲者に よ っ て 校正

箇所が記入 され た もの で ある とされ る 。 それ に対 し図一4 の テ キ ス トは 、 多田 等観氏が請来 し

た もの で 、校正後の 版木から印刷 され た もの と考え られ る 。
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図一3　 校正前 の 版木か ら の印刷 ：出版本 （Dharamsara，1993＞，fol，38b （p，76）

　　　　［Dwags −po　Rin−po−che の プライベ ー
トコ レ ク シ ヲン か らの複製］
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図。4　校正後 の 版木 か らの 印刷 ：東北大学所蔵本　（東北蔵外 No．6798），fo1，38b

　　　　 ［多田等観氏請来本ユ

　Dwags −po　R   一po−che の プラ イベ ー トコ レ ク シ ョ ン として 伝わるテ キ ス トに残され た訂正

内容が 、 ど の ように実際の 校正 作業 に反映され たか に つ い て は必ずし も明 らか で は ない が 、

図一3 と図一4 の 2 行目を比較す ると 、 Dwags−po　Rin−po−che 所蔵本に残され た訂正箇所を基 に

校 正作業が行われ た可能性は否定で きない
（71）

。 少な くとも、これ らの 「宝性論註亅 の 木版

本は 、 チ ベ ッ トの木版印刷 プ ロ ジ ェ ク トに於い て 、 版木の 校正作業が どの よ うに行われて い

た か を理解する上 で貴重 な資料で あ る と言 えよ う。 また、rNgog 　Blo−ldan−shes −rab の 「宝性

論 註」の 木版印刷 の完成が 1918年の こ とであ っ たの で 、 多田等観氏は完成後ま もな く、 こ

の テ キス トを手に したこ とがわ か る 。

6　むすび

　以上 、 簡単で はあるが、一
つ の 試み と して サキ ャ 派関連の 文献を中心に 、 蔵外文献の木版

印刷に つ い て 、印刷 プロ ジ ェ ク トの概要 ・木版本の後世へ の影響 とい っ た観点か ら考察 して

きた。
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　木版本研究で 最 も重要 に して 、しか も、最 も難解 な作業 の
一

つ に 、
コ ロ フ ォ ン の 解析作業

がある 。 特 に、 コ ロ フ ォ ン に刻 まれ た名前は 、

一
般に 知られ た名前 とは異 なる場合 もあ り、

特定の 宗派 ・時代ある い は地域に 関する十分な知識が ない と
、 印刷 プ ロ ジ ェ ク トの メ ン バ ー

を特定す る の が極めて難 しい と言える 。 そこ で 、 今回試みたよ うな考察 を、多 くの研究者が

個 々 の 研究分野 に基づ く種 々 の 情報 を持 ち寄 っ て行 なえば、近 い 将来、 チ ベ ッ トに於ける木

版印刷の 詳細が もっ と明 らかにな っ て くるで あろ う。
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　　 Stuttgart：Franz　Steiner．Ver且ag　V肖esbaden ．

　　 （1989b）：
”More　omhe 　Old　dGa’−1dan　and 　Gong−dkar−ba　Xylographic　Nitions．”Studies　in　Central　and

　　 linst　Asian　Retigions，　voi．2．　PP．1−18．
．

　　 （1990）：
”The　Eafliest　PrinUngs　ofTsong 一  a−pa

’
sWbrks ：The　Old　dGa ’・ldan　Editions7’ In：Re］lections

　　 on 　Zbetan　Culture’Essays‘π ルf8〃己oり尸｛）f　Tu　rre〃VW5Plie，　pp．107− 116．

　　 （1991）：Review　Anicle　on 　the　Sa　skya 　pa
’i　ctkar 　chag ，　a　Bibliography　of　Sa・skya 。pa　Literature．翩 o −

　　 ∬ran ’an 丿b齔rnat ，　vol．34，　pp．220−229．

　　 （1997）：
”
rNgog 　Lo −tsli−ba’s　Commentaries　on 　the　Ratnagotravibhiga； An 　Early・2（脈 ent吼 hasa

　　 Printed　Edi廿oバ 　Beitr話ge　zur 　Kultur− und 　Geistesgeschichte　Asiens　M 　2L　Wien： Verlag　der

　　 Osterreichischen　Akademie　der　Wissensch詛 en ，　vol 。1，pp．439−456．

van 　dcr　Ku 麺P，
　Lconard ．

　　 （1983）： （rontributions　to　the ヱ）evelopment 　of 　Tibetan劭 tldhist 　Epistemolog）L　From
’
the　Eleventh　to　the
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   Tlhirteenth Clentuiy Alt- und  Neu-Indische Studien. Nr. 26.

    (1984) : 
"Marginalia

 to Sa-skya Parp4ita's Oeuvre." Jb4BS, vol,  7-1, pp. 37-55,

    (1985a) : 
"On

 the Authorship of the Gchung-lugs legs-par bshad-pa attributed to Sa-skya Papdita,"

   Jburnal ofthe Nepal Research Centre, vol, 7, pp, 75-86.

    (1985b) : 
"Some

 Recently Recovered  Sa-skya-pa [Ibxts, A  Pretiminary Report," fournal of the IVbpal

   Research Clenne, vol. 7, pp. 87-94.

    (1993a) :"TMroMongolXylographs  (Hbrparrna) oftheTibetanTbxtofSaSkyaPapdita'sVVbrkon

   Buddhist tegic and  Epistemology:' JL4BS vol.  16-2, pp. 279-298.

    ( 1993b) : 
"Apropos

 of Some  Recently Recoyered Manuscripts Anent Sa Skya Pa"dita's. Tlshad ma  rigs

   pa'i gter and  Autocommentary." BIS; yol.  7, pp, 149-162.

Onoda, Shunzo (1992) :

   Monastic Debate in nbet. A Study on  the History and  Structures ofbsDus gnva Logie. WSTB,  vol. 27,

PemaTsering (1978) :

    
"rNin

 ma  pa Lamas  arn  YUan-Kaiserhof." Bibliotheca Orientalis Hungarica 25, pp. 51 1-540,

Kun-dga'-grol-mchog,Jo-nang:

    rVVdrp thar zur  
'debs

 mdzes  rgyan  rin  po  che'i  lung yig. In: 17ie Autobiogmphies oflo-nari Kitn-dga'-

    grol-mchog and  His Previous Embodiments,  yol.  2, pp. 534-584. New  Delhi: Tibet House, 19g2.

    PtiTtd. ita chen  po shakya  mchog  ldLzn gyi rnam  par thar  pa zhib  mo  rnam  par 
'tb,edpa.

 .In: Cbllected

    swlorks ofShtikya-mchqg-Jclan, vol,  16, pp. 1-234. Thimphu: Kunzang Tbpgey, 1975.

    Zhen pa rang  grol gyi lhttg par bnyJodpa'i gtam shat  bzang dad pa'i shing  rta 
'dren

 b),ed, In: 77ie

    Autobiogmphies ofJb-na Ktin-aga'-grol-mchag and  His Previous Embodiments, yol, 2, pp, 285-534.

    New  Delhi: Tibet House, 1982.

Klu-sgrub-rgya-rntsho,Mang-thos:

    bs7bn rtsis gsat ba 
'i

 tryin byed. Lhasa: Bod ljongs mi  dmangs dpe skrun  khang, 1988.

Go-rams-pa,bSod-nams-seng-ge:

    nle btsun bla ma  muspa  chen  pe 
'i

 rnam  par tharpa  ngo  mtshar  rgya mtsho,  Sa skya  pa'i bka' 
'bum,

 vol.

    14, pp. 299.l.1-312.1.3. Tbkyo, TOy6 Bunko, 1968,

Ngag-dbang-chos-grags,mKhan-chen;

    Bod kyi mkhas  pa snga  phyi dog gi grub  mtha  
'

 shan  
'byed

 mtha'  tipyad  ctang bcas pa 
'i

 
'bel

 ba'i gtam

    skyes  cipyod  ldon mkhaspa  
'i

 lus rgyan rin chen  mdees  pa'iphra tshom  bkodpa [= POd chen  dYug gi Tet

    gtam] . Thim-phu: Kunsang  Tbpgyal and  Mani Doije, 1979.

Dalai Bla-ma V; Ngag-dbang-blo-bzang-rgya-mtsho:

    Zdb pa deng rg)m che  ba 
'i

 tlam  pa  
'i

 chos  kyi thob  yig gang ga'i ch"  rgyun. 4 vols. Gangtok, 1991.

Blo-gros-dpal-mgon:

    
'JZim

 db),angs bsod nams  Jhun gr#b kyi rnam  par tharpa.  In: Sa skya  pa Iam  
'btus

 bla brgyd kyi mam
    than pp. 409-573. Dehra  Dun: Sakya Centre, 1985,

Mus-chendKon-mchog-rgyal-mtshan:

    Cltos ije ,db  ije 
'chang

 gi mam  than  In: Sa skya  pa lam  
'bras

 bla brgyd kyi rnam  thah  pp. 189-325,

    Dehra Dun: Sakya Centre, 1985,

Zhu-chenTshul-khrims-rinthen:

    Chos  smnct  ba'i bande tshul khrims rin  chen  du bed pa'i skye  ba phalpa'i nkang  
'thung

 cige sdig  
'des

    ma'i  tas kyi yat ga phan tshun  d" 
'daings

 par bde sdug  gi to 
'clab

 dus kyi rgbeal mos  re mos  su bsgyur

    pa. In: 71heAutobiogmpiry of TShul-khrims-rin-chen ofSde-dge and  other  qfhis Selected IVriting£  pp.

    278-638.  Delhi: N, Lungtok  and  N. Gyaltsan, 1971.

A-mes-zhabsNgag-dbang-kun-dga'-bsod-nams:
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’
D るα〃：9伽 8ケy硼 8助 yo85顔 ’加 わPα

’
i　rgyal 　tshab　chen 　PO　dpa’ldan　sa 晦 4 μ ”gduπ9　rabs 吻 PO　C海θ

　　ノ」肋 厂 勿0π μ
P

’励 ” 8y’  配 P α厂 伽 甲 伽 80 ηπ吻 7　r’n 　pO 　ch 〆苗 砌 8 〃tdzod 　dgos’dOd　kuガ わy醜 8
　　［＝ 8D 翼   祕 3 σゐεη 叨 o ］．Bψ g：Mi 　rigs 　dpe　skrun 　khan，1986．

［An 。 nymo ・s］

　　GangS　C硼 8y’4デon8S 　SU 　bkO’dang　bstan　bco∬ 08S 　kyi　glegs　bam　spar　gzh’ノ〜如 r ンodpa 　rnam 　nas 　dkar

　　伽 8 脚 渤 ・・助y・8∫磁 鷹 跏 う死吻 α 伽 π わ〃 ε卿 ∫5乃・1’うy8伽
’
吻 ∫吻 ed ．・ln：77iree・KarchackO，

　　 pp．169−243．

注記

（1）Fushimi（1999）， P．102 参照 。

（2）Jackson（1990），p．107；Ehrhard （2000）， p，11参照 。

（3）例 えば、Helrnut　Eimered．，　Transmission　of　the　Tibetan（：anon ’　PaperS　at　a　Panel｛ofthe 　7th　Seminar

　　 ofthe 　lnternational　Associationノ
’
or 　nbetan 　Studies，　Graz　1995参照。

（4）注 （2）参照。

（5）Iackson （1990），p．107参照。

（6）JackSon（1989b），pp．2−5 参照 。

（7）Ehrhard（2000＞， p．12参照。

（8）Ngag−dbang−chos −grags，　Pod　chen 　dntg　gi　
’bel　gtam，　p．258．2−3．　Kun−dga’−grol−mchog は 『自伝』

　　（Z 舵 πρ4   88 ” ’＿，p．361．2−3）の 中で gZhon−nu ・scng −gc の 註釈を sDom 　gsum　rab 　dbyeの 「四 つ

　　 の 権威あ る偉大 な註釈書」（tShad　thub　
’
grcl　chen 　bzhi）の一つ と して 記録 してい る。 また 、 同じく

　　 Kun−dga’−gm1−mchog に よれば、　gZhon・nu −seng −ge は Ngor−chen 　Kun−dga’−bza  一po （1389− 1456）

　　 の 弟とされ、gZhon−nu −seng −ge の註釈は、　Ngor −chen の 三 度 目の ム ス タ ン 訪問の 折　（ca．1447）、

　　 Ngor−chen が rNam −rgyal −chos −sde で の使用を推奨 した権威ある文献 の 中の
一

つ で あ っ たとい う。

　　 Kun−dga’−grol−mchog ，　Pap4ita　chen 　po　shadya ＿，　pp．　l　lO．7−118．1；Jackson（1983b），p，15参照。

（9）JackSon（1983a），p．22，　n．17；do．（1987＞，p．73；van 　dピr　Kuijp （1983＞，pp．18−19；do．（1993a），p，

　　 284；Onoda （1992），pp，80−81 参照。

（10）van 　der　Kuijp（1993a）， pp．　279−283参照。 また 、　van 　der　Kuijp （1993b＞，p．150，
　n ．4 に よ れば、2

　　 つ の hor　par　ma の うち の
一

方 は、1284年 の 木版本 の 部分的なリプ リ ン トで あ る か もしれ な い と

　　 される 。

（11）Pema 　Tse血 g （1978），　p．538；　Dudjom　Rinpoche （1991），　vol ，1， p．669；Ehτhard（1997），　pp．262−263，

　　 n ．23 参照 。

（12）Sa−skya 　Pap典 a，　Chag　lo　
’i　zhu 　ba，　P．4082．4−6．・Jackson（1987），P．71 参照 。

（13）本稿で は、Sa−skya に於ける後世 の 木版本と区別 して 、特に 「Sa−skya 古版」と呼ぶ こ と に した 。

　　 後世 の Sa −skya 版 に つ い て は、例えば 7厩 8 」肱 κ 伽 融，　pp．216．5−217．2参照 。

（14）現在まで の 情報を総合す る と、それぞれ の テ キ ス トは以下 の場所に存在する こ とが確認 され て

　　 い る 。

　　 ［Sa　skya 　legs　bshad］

　　 （a ）Bihar　Res
’
earch 　Society，　Patna；Jackson（1983a），pb．6−7；No ．970　in　Jackson （1989a）参照 。

　　 ［sl ）o 規 gsu〃 1　rab あ γε］

　　 （a）Langtang（NGMPP 　L13／6）：Fushimi（1999），pp．96−97 参照 。
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　　 （b）Phole （NGMPP ・L604y1 ）：Fushimi（1999），p．97参照 。

　　［77iubpa
’i　d80n8s　gsat］

　　 （a）Bihar　Research　Society，　Patna：Jackson（1983a）， PP．　e7 ；No ，1166・in・Jackson （1989a）参照。

　　 （b）Phole（NGMPP 　L604／3）：Fus  mi （1999）， p．100参照 。

　　11tub　pa　
’i　d80ngs　gsalの所在につ い て は、　Fushimi（1999），pp，100−101，

　n ．　20 も参照 の こ と。

（15）Jacksen（1983a＞，pp．16−17；do，（1987）， pp．229−248；van 　der　K両p （1984），p．37参照 。

（16）Kun−dga’−dbang−phyug の 略伝に つ い て は、　A・mes −zhabs ，　gDung　rabs　chen 　tno，　p．　259参照。

　　彼は、Ngor−chen 　Kun−dga’−bzang−po （1382−1456）の 弟子 の
一

人 と して 伝 え ら れ 、　Ngor 派を支援

　　 した 人物として も知 られる 。 Mus℃ hen，　C加 5 り8 祕 ヴ2＿，　p．286．2−5；Go−rarns −peq　rJe 　btsun　bla

　　rna＿，
　p．309，3−6；Daiai　Bla−ma 　V

，
　Zbb 　pa　dang　rgya＿，　vol．2 （  a），

　fol．　61b．5 参照。

（17）彼の略伝は 、 A −mes −zhabs ，
　gDung　rabs 　cheit〃mo ，　pp．258−259 に 記録 さ れ て い る 。 彼 もまた、　Ngor

　　派の ス ポ ン サ
ー

の
一

人 で あ っ た と伝えられる。 Go−rams −pa 　rJe　btsun　bta　ma ＿，　p．　309．3−6 参照 。

（18）Jackson（1983a），p．7 参照。

（19）Jackson（1983a），p．17参照。

（20）Sa−skya 古版の 5Do 〃2　g∫凵〃！励 4勿θ で は 、 こ の場所 に Sa−skya 　Papditaの 尊像が 刻まれ て い るの

　　 で 、
パ ク パ 文字に よる施主 の 名前 の 印刷 と い うの は 、Sa−skya 古版 の Th“b　pa　

’
i　dgongs　gsalの み

　　 の 特徴か もしれな い
。 Fushimi（1999），p，97参照。

（21）Fushimi （1999），pp．　97−−98 及び 103−−105 参照。

（22）注 （17）参照。

（23）注 （16）参照 。

（24）gZhon−nu −rgyal −mchog の 生涯 に つ い て は 不明な点も多い が、　Mus −chen は gZhon−nu −rgyal−mchog

　　 と 1413 年に mDog −gi−tsha−sna で会っ た こ とが記録され て い る 。　Go−rams ・pa ，　rJe
　btsun　bla　nra ＿，

　　 p，301．L3−4 参照 。

（25）Mang −thos，
　bsTan　rtsis　gsal　ba　

’i＿，　pp．222−223，

（26） こ の 人物 の 詳細は 不明で ある が 、 こ の時期 に有力だっ た人物で bSod−nams ・rgyal ・mtshan の 名を持

　　 つ 者 として は、Rin−chen ・sgang 　Bla−brang出身の bDag −chen 　Zha−lu−pa　mThu −stobs−kyi−dbang−phyug

　　 bSod・nams −rgya1 −mtshan −dpa1−bzang−po （1408−1480）が い る 。　A −mes −zhabs ，　gDung　rabs 　chen 　mo ，

　　 PP．　299−301参照 。

（27）木版印刷 に関する チ ベ ッ トと明朝の 結び付 きを示唆する記述は 「明実録』などにも散見 され る 。

　　 例えば、明 の 英宗に対 して 、 1440年 8 月チ ベ ッ ト僧が木版印刷へ の 支援を求めて 明朝 を訪れ た

　　 が、その 願 い が受け入 れ られなか っ た と い う記録 が 残 さ れ て い る。『明代西蔵資料」， p。144：

　　 八月乙亥　鳥思蔵刺麻三竹蔵 ト等奏求布施大寺院食茶五萬斤 刊印版的達語録祖師秘訣 及於番漢

　　 地面往来遊 方修行并勘合護持上不允 。

（28）Eimcr（1996），p．12参照。

（29）Skyes　bu　gsum 　gyi　lam　rim 　rgyaspa　khrid　du　sbyar 　ba　：　a　detailedpresentation　ofthe 　lam　rim 　teachings

　　 of　the　Old　BkO　
’・g‘lants−pa　tradition　by　Rje−btsun　Gsan−ba

’i。sbyin ．　Ncw 　Dclhi： Ngawang　Topgye，

　　　1979．TBRC （W14669 ）は、こ れを Bo −dong　Patl・chen 　Phyogs−las・rnam −rgyal （1376− 1451）の 著

　　 作 とする 。 確か に プリ ン トコ ロ フ ォ ン （pp，594．3−609．8＞に は 、　menta と い う年号 （p．606，3）

　　　と
’Jigs−med −grags−pa とい う人名 （p．　609．8）が記載 され て い るが、詳細は不明。

　　　　Bottom　margin に刻字担当者の 名前が刻まれて い るの は、例 えば同書 pp，20，40．60 など。 ま

　　　た 、 プ リン トコ ロ フ ォ ン の p．605．2 に も刻字担当者の 名前が記録 され て い る 。
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（30）Ehrhard（2000），p，69 参照 。 宋代の木版本研 究 の 成果が直接チ ベ ッ トの 木版本研究に応用可能か

　　 否か の 客観的な考察は欠けて い る もの の 、氏 の 研究は木版印刷 プ ロ ジ ェ ク トに 関する 種 々 の 重

　　 要な研究を含ん で い る 。

　　　 また 、 15世紀に は 、 sNye −mo と E ［・yul］に筆写と木版印刷 の 拠点があっ たとする記述 （p．6）

　　 は非常に興味深い もの で あ り、そ の 可能性は充分有 り得 る 。 しか しなが ら、そ れ を論証する に

　　 は証拠が 少なす ぎる よ うに も思 わ れ る 。

（31）Fushimi（1999）， PP．97−98参照 Q

（32）わ ずか 10〜20 年後 に 『Sa−skya 派全書』の Gong−dkar−ba版が出版 され て い る の で 、　Sa−skya 古

　　版が 最初 の rSa−skya 派全書』で あ っ た可能性は高 い とは必ず し も言え な い で あ ろ う。 Jackson

　　 （1983a）， pp．7− 15；do．， （1987）， pp．74−75；do．， （1989b），pp．10−18参照。

（33）Jackson（1989a），pp．37及び 135参照 。

（34）現存する Sa　skya 　legs　bshadは 、　fols．1−6 を欠 く。 Jackson（1989a），p．37参照 。

（35）Jackson（1989a），p．135参照 。

（36）Jackson （1983a ），pp．7−16；do．（1987），pp．74−75 および 229−232；do．（1989b），pp．10−17参照 。

（37）Zhu−chen
，
　Chos・smra ・ha・’i・bande＿

，
　P．475．1．Jackson （1987），P，233参照。

（38）Kun−dga’−gro1−mchog ，」物4肋 ‘舵 π ρo ∫乃雄yα．．．
，　p．　l　l4．4−5；Collected　Works｛ofSha

−
kya−mcho8 −ldang

　　 vel．17，　pp．　216．5，219．7，222，5，226．1−2 参照。

（39）個 々 の プ リ ン トコ ロ フ ォ ン は、Collected　WorkS　ofShakya −mchog −lclan，　vol ，17 の 以下 の 箇所に収

　　め られ て い る 。 Abhisamayalat！rka
−
ra：pp．213−216．6；Prama

−
t　 varttika ：pp．216．6−220，1；Tshad 　ma

　　 rigs　gter：pp．220、1−222，5；sDom 　gsum　rab 　dbye：pp．222．5−226．2．

（40）そ の他の Sa−skya 派関連 の 初期の 木版 本 につ い ては、　van 　der　Kuijp （1993a），pp．150− 155；do．

　　（1993b ）PP．285 −286 参照 。

（41）木版情報 は 、Cotlected　Works　of 　Sha
“
kyq−mchog −ldan

、
　vol ．15

，
　pp．693，1−695．4 参照 。

（42）木版情報は 、 Collected　WorkS　of 　Sha“kya−mchog −tdOn，　vol ．19 ，
　p．749．5−7 参照 。

（43）木版情報は 、 CotlectedIWorks　ofShttoa −mchog −tdan，　voL 　7，　pp．　223．1−2295 参照。

（44）JackSon（1983b ）， pp，10−11参照 。
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（50）Collected　Works　of　Shak），a −rin−chen ，　Thimphu，1976，　vol．4，　PP．454．3−457．5 参照。

（51）Kun−dga’−grol−mchog ，　rNam 　thar　zur
’debs．．．，　pp．541．2−543．3 参照。　 Cf．　 Kun−dga’−grol。mchog ，

　　 Zhen　pa 「an88rot ＿，　p．331．1−4．
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　　 「Glo−bo　mKhan −chen の sDom 　gswn　rab 　dbye註 とその 背景」参照 。
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（71）同様 の 訂正箇所 は、Dhararnsaraか らの 出版本の 以下の 箇所 に も見ら れ る ：fols，2b．6，18b，6 （＊），
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付記

　本稿をまとめ る にあた っ て 、京都大学大学院の加納和男氏に は、Ehrhard（2000）を始め とする種 々 の

文献 の 御教示 を賜 わ りま し た 。 また 、 NGMPP に よ っ て撮影され た Glc”bo　mKhan −chen の 2 つ の sDom

gsum　rab 　dbye註 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム を入手する に あた っ て は、ハ ン ブ ル ク大学の Klaus−Dieter　Mathes

博士 と龍谷大学の若原雄昭先生 に御高配を賜わ りま した 。 記して こ こ に感謝致 します 。
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